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研究の全体概要 

本研究は、【課題 1】被膜殻の排出プロセスモデルの精緻化、【課題 2】被覆肥料由来 2 次 MP のモニ

タリング手法の確立と環境動態解析を通じ、陸域におけるマイクロプラスチックの実態把握や、農用

地における環境管理・改善のための対策技術の高度化を目指す。 

課題１では、これまでの調査から水田における被膜殻の排出量に土壌蓄積量（被覆肥料の施用年数）、

排水口の数、水位および主風向が影響を及ぼすことが推察されており、本課題ではそれらの検証を行

う。また、これまで畑地における被膜殻の排出量や、代替肥料への切替による排出量の変化などが見過

ごされてきたため、これらを含めて評価することで、農用地全体からの排出量の推定精度を向上させ

る。さらに、これまで不明だった河川横断面における被膜殻の分布をフィールド調査と数値解析から

明らかにし、海洋への負荷量の算出を試みる。以上で得られた知見に基づき既存の化学物質動態解析

モデルを被膜殻に適用できるよう改良を加え、日本国内の全農地から排出される年間被膜殻量を推計

する。 

課題 2では、これまで申請者が開発してきた 2次 MP の定量手法にナイルレッド蛍光染色法を組み込

むことでハイスループットな MP 分析メソッドを確立し、次年度以降のモニタリングによって生じる大

量の試料を効率良く分析する体制を整える。同時に、農用地における MPの収支を観測するためのシス

テムを構築する。具体的には、自動採水器を農業用水と水田の排水口付近に設置し、パーシャルフリュ

ームと三角堰を水口と水尻に設置することで取水量と排水量をモニタリングする。次いで、自動採水

装置で採取した試料中の MP 濃度に各水量を乗ずることで農用地における二次 MP の収支を解析する。

加えて、2次 MP に占める被覆肥料由来 2次 MP を求めることで、それらの年間蓄積量や年間排出量を評

価する。 

以上の成果を統合することで、農用地から排出される MP をより定量的に評価することが可能とな

り、海洋への追加的なプラスチック汚染の防止に貢献する実用的な施策を提案することが可能となる。 
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